
FEYNLAB CERMIC 

 

製品概要： 

FEYNLAB CERAMIC は、シリカと窒化ケイ素と炭化ケイ素の格子構造を形成する超高固

形コーティングです。これにより CERMIC は超耐熱性（750℃まで）と究極の耐スクラッ

チ性、強烈な光沢、そして素晴らしい疎水性を得られます。さらに耐紫外線性及び耐薬品

性（酸性雨等）、塗装の色あせを防ぎ長期間に亘り塗装を保護します。 

 

製品特性： 

FEYNLAB CERAMIC は経済的で施工し易い３年保証付きの高固形のプロフェッショナル

なコーティング剤です。性能面では他のコーティングブランド品と同等又はそれ以上を発

揮しつつ、競争力のある価格にて、施工者は自信を持ってお客様にサービスを提供できま

す。 

 

固い固体コーティングを製造する際必ず施工がより一層難しい物になってしまいます。

FEYNLAB CERMIC の開発において簡単な施工性が主な目標の一つでした。よって、競合

他社製品との比較下においてこの点は差別化される重要事項です。滞留時間は 25 分までと

ずば抜けて寛容です（滞留時間については、気温や湿度等の環境が重要要因になりますの

で、常にまずはテストをしてください。） 

 

FEYNLAB CERAMIC は、業界をリードする耐紫外線性、素晴らしい疎水性、優れた耐熱

性、鮮やかな光沢、という特性があります。 

 

FEYNLAB の真のナノテクノロジーとボンディングケミストリー（化学結合）により、市場

にある如何なる他の商品よりもフォーミュラ（成分）が塗装面に浸透し、比類なきレベル

のプロテクションを可能にしました。 

 

耐久性、保証、スペック： 

 

全てのクリアコート塗装面に対して 3 年保証。FEYNLAB CERAMIC の 1 層塗りにおける

用途は、完全塗装汚染物除去と対策です。 

 

施工可能表面--施工不可能表面には絶対に施工しないで下さい。 

・ クリアコーティングされた塗装面（認証されている自動車メーカーとモデルに対する保

証期間と条件を参照） 



・ ブラックテクスチャード加工プラスティック 

・ クローム 

・ ヘッドライト＆テールライト 

・ ピアノブラックトリム 

・ クリアコートされたホイル＆キャリパー 

 

製品内容： 

FEYNLAB CERAMIC －30ml （中型車 1 台分）＆ マイクロファイバーアプリケーター

スポンジｘ1 個 

 

注意： 

施工時には常に防毒マスクとグラブを装着してください。施工場所は遊離性汚染が無い場

所であることを確認してください 

 

塗装面の準備： 

FEYNLAB WASH または FEYNLAB RINSELESS WASH を使って車両を綺麗に洗車します。

FEYNLAB PRIME を使って部分的な汚染クレイ除去を行います。通常のクレイ除去では取

り除けない深く埋もれている鉄粉等は鉄粉除去製品を使ってください。 

 

次に FEYNLABのCompoundとPolish製品を使ってお客様の要求に最も高いレベルで応え

るように車両表面を磨きこみます。磨き終了後、コーティングの最大限の結合と持続性を

確実にするために FEYNLAB PANEL PREP を使い研磨剤に含まれ油脂分を除去します 

 

順序： 

施工前に明るく、摂氏 10℃～30℃（華氏 50 度～85 度）に温度管理され、汚染物が無い環

境に車両を置いてください。十分な（6 枚以上）マイクロファイバータオル、２～３個のマ

イクロファイバースポンジアプリケーターと１個のフォーム（泡）アプリケーターと十分

な照明を準備してください。 

 

CERAMIC を 2 分間ほどよく振ってください。キャップを開けて 1 分ほど空気に触れさせ

てください。 

 

コーティング塗布： 

ドア 1 枚やボンネット半分等のパネル一枚分に塗布できるようにマイクロファイバーアプ

リケーターに十分な CERAMIC を塗ってください。コーティング面の真ん中に『十字』に

塗布してそれから淵を塗布していきます。これにより製品がまんべんなく浸透していきま



す。それから左から右へ水平方向に塗布し、次に上から下に垂直方向に塗布して 1 層が均

等になるようにします。 

 

1 パネルに対する塗布が終わったら、一歩下がって液垂れ、塗り過ぎ、液こぼれが無いかを

確認します。もしそれらが見つかったら、アプリケータースポンジで均等になるよう伸ば

してください。こうすることによってパネルを均等に乾かすことができ、製品の使い過ぎ

を防げます。 

 

CERAMIC が約 75％乾燥するまで待ちます。温度と湿度によりこの待ち時間は 5 分～25 分

くらい掛かります。グラブをはめた指で施工面を軽くなぞり、未施工の隣のパネルとへの

湿り気の渇きの移行具合を確認することが出来ます。コーティングが簡単に未施工面に移

行しなければ、次のステップに進むことが出来ます。 

 

1 枚のパネル上でコーティングが 75％乾燥するまでの最適時間が分かれば、次のレベリン

グ（平準化）とバフィング（磨き）工程に入る前に一回の作業で車両の何枚のパネルを施

工できるかを計算できます。コーティングが乾きすぎてレベリング（平準化）とバフィン

グ（磨き）作業がやり難くなる可能性があるので、一回にあまり多くのパネル施工をし過

ぎないように気を付けてください。 

 

サーフィスクリアのレベリング（平準化）とバフィング（磨き）： 

一旦 75％乾燥したら、綺麗なマイクロファイバータオルで製品のレベリング（平準化）を

して、残り 25％の蒸発しなかった分散媒（carrier fluid）を除去してください。このプロセ

スを最初に塗ったパネルから順番に行ってください。 

 

拭取り手順：タオルに対して両手を広げておきます。そして腕を伸ばして塗布面と接触す

るのに十分な力を入れ、自分の方向にタオルを引き寄せる感じで拭き取ります。この方法

でタオルを一方向に動かす事になります。拭き取り面が重なるする面積を 10～15％あるよ

うにしてください。この方法で除去効果が最大化されます。施工面が 80～90％の透明度に

なるまでこの拭き取り作業を続けてください。 

 

その後、新しい綺麗なマイクロファイバータオルで、表面が透明で光沢が出るまで、また

マイクロファイバータオルが施工面をスムーズにスライドするまで残留物を磨いてくださ

い。 

 

ヒントとコツ： CERMIC の上に FEYNLAB TOP COAT を重ね塗りすることによって、

究極の耐久性、耐化学薬品、耐スリキズ性の向上、セルフクリーニング性、光沢性、滑ら



かさと疎水性が向上します。 

検査： 

車両全体に移行する前に、施工済み面を注意深く検査してください。エッジ部分、エンブ

レム、その他のタイトな部分にコーティング剤が残っていないかを確認します。20～30 分

以内にそれらを見付けることが出来れば、除去は非常に簡単です。 

 

繰り返す： 

車両全体がコーティングされるまで、パネル毎（環境が許すならば複数パネルを）にコー

ティングとレベリング（平準化）とバフィング（磨き）工程を繰り返します。使用前に各

ボトルを軽く振り、使用しない時はキャップを閉めるようにして下さい。必要であれば新

しいタオルを使い、アプリケーターの片面が硬化し始めたり表面のゴミを含みだしたら綺

麗な面を利用してください。 

 

重ね塗り： 

クリアコートされた塗装面に対しての５年保証は、CERAMIC1 層塗りで十分ですが、（バ

ンパーやボンネット等）更なるプロテクションを希望する箇所への重ね塗りも可能です。1

層目を透明に磨いた後 1 時間以上 3 時間未満でもう一層塗布することが可能です。 

 

赤外線硬化： 

赤外線ランプをパネルから距離 75～90 センチにおいて、摂氏 60℃（華氏 140℉）で 15 分

間 ベイクしてください。照明のセットアップによりますが、車両全体を施工している間

に施工終了したパネルから順序硬化開始できます。 

 

施工後の取扱い： 

24 時間は水への露出は避けてください。 

7 日間は洗車を含むケミカル（化学品）は避けてください。 

FEYNLAB WASH か FEYNLAB RINSELESS と FEYNLAB DETAILER を使って洗車及

びメンテナンスしてください。 

 

 

 


